
被
災
者
支
援
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
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第
４
号
）

復
興
庁

被
災
者
支
援
班

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、
被
災
者
支
援
の
充
実
の
た
め
、
国
、
自
治
体
や
支
援
団
体
等
の
被
災
者
支
援
に
携
わ

る
関
係
者
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

被災者支援ニュースレター（第４号）（平成2７年２月２７日）２/４

被災者支援ニュースレター（第４号）（平成2７年２月２７日）１/４

支
援
者
研
修
会
を

福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
３
県
で
開
催

被
災
地
で
は
、
現
在
、
災
害
復
旧
時

の
泥
か
き
や
瓦
礫
撤
去
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
避
難
の

長
期
化
や
避
難
の
分
散
化
等
に
よ
る

被
災
者
の
心
身
の
ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
へ
の
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
け
る
被
災
者
へ
の

支
援
に
お
い
て
は
、
一
定
程
度
の
専
門

性
や
継
続
性
が
必
要
で
あ
り
、
豊
富
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
有
す
る
民
間
企
業

に
対
す
る
期
待
が
非
常
に
大
き
く
な

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
１
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
「被
災

者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」に
お
い

て
も
、
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
被
災
者
支
援
の

ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
取
組
を
事

業
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。民

間
企
業
に
は
、
義
援
金
や
寄
付
と

い
っ
た
資
金
の
面
で
の
支
援
の
ほ
か
、
本

業
の
知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
人
材

派
遣
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
さ
ら
に
は
研

修
と
し
て
の
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
等
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
号
に
掲
載
し
た
経
団
連
の
会
議

に
出
席
し
た
企
業
か
ら
も
、
取
組
み
た
い
内

容
を
様
々
に
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
効
果
的
に
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
「被
災

者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」に
よ
り
、

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
第
１

号
の
案
件
と
な
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
が
同

社
の
製
品
で
あ
る
「フ
ォ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
Ｔ
Ｖ
」

を
釜
石
市
に
２
年
間
無
償
貸
与
し
ま
す
。

釜
石
市
は
同
市
の
復
興
支
援
員
（通
称

「釜
援
隊
」）を
通
じ
、
写
真
展
や
展
示
会

等
の
実
施
、
町
歩
き
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
、

小
学
校
等
で
の
地
域
学
習
資
料
と
し
て
の

活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
３
月

４
日
に
「
釜
石

地
区
生
活
応

援
セ
ン
タ
ー
」

と
「唐
丹
（
と

う
に
）
地
区
生

活
応
援
セ
ン
タ

ー
」
の
共
催
で

古
い
写
真
の
展

示
会
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

被災者支援コーディネート事業によるＣＳＲマッチング第１号

「
フ
ォ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
Ｔ
Ｖ
」
を
提
供

２
月
24
日
・25
日
に
、
被
災
者
支

援
に
携
わ
る
支
援
者
の
研
修
会
を

福
島
、
宮
城
、
岩
手
の
３
県
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

「被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
」
の
一
環
で
開
催
さ
れ
た
本

研
修
会
で
は
、
宮
城
県
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
支
援
事
務
所
の
鈴
木
守

幸
所
長
か
ら
、
現
場
の
視
点
に
よ

る
、
災
害
公
営
住
宅
移
行
期
の
支

援
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

復
興
庁
と
Ｒ
Ｃ
Ｆ
か
ら
被
災
者
支

援
総
合
対
策
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
、
「心
の
復
興
」
事
業
、
総
合
交

付
金
、
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

ま
た
、
研
修
会
の
最
後
に
は
「心

の
復
興
」
事
業
の
個
別
相
談
会
を

行
い
、
事
業
実
施
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
団
体
の
ご
提
案
一
つ
一
つ
に

真
摯
に
相
談
に
乗
り
ま
し
た
。
自

治
体
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

人
件
費
等
に
支
出
が
可
能
か
確
認

す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

被災者支援総合対策やコーディネート
事業、総合交付金について説明

企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
被
災
者
支
援
へ

被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
用
促
進

研修会の最後には、「心の
復興」事業について、団体
の提案それぞれについて個
別に相談対応

「
心
の
復
興
」
事
業
の
公
募
を
開
始

本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
も
何
度
か

ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「心
の

復
興
」
事
業
の
公
募
を
開
始
し
ま

す
。「心

の
復
興
」
事
業
は
、
仮
設
住

宅
で
の
長
い
避
難
生
活
や
災
害
公

営
住
宅
で
の
新
た
な
生
活
を
送
る

中
で
、
就
労
や
他
者
と
の
交
流
、

地
域
活
動
等
へ
の
参
加
の
機
会
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の

生
き
が
い
づ
く
り
を
後
押
し
す
る

た
め
、
27
年
度
か
ら
開
始
す
る
も

の
で
す
。
実
施
主
体
（県
、
市
町
村
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
が
策
定
す
る
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
、
地
域
活
性
化
等
の
取
組

（
農
業
、
水
産
業
、
伝
統
文
化
の
継

承
活
動
、
も
の
づ
く
り
、
世
代
間

交
流
等
）を
支
援
し
ま
す
。

支
援
額
に
つ
い
て
は
、
一
般
事
業

と
し
て
標
準
２
０
０
万
円
、
上
限

３
５
０
万
円
と
し
、
特
に
効
果
が

大
き
い
と
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
取

組
は
特
定
事
業
と
し
て
５
０
０
万

円
と
す
る
こ
と
や
、
応
急
仮
設
住

宅
の
参
加
見
込
み
人
数
に
応
じ
た

上
限
額
を
設
け
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
募
に
際
す
る

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
３
月
第
１
週
中
に
開
始
し
、
３

月
第
４
週
中
ま
で
に
締
切
と
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
審
査
を
急
い
で
行
い
、
４
月
中

に
も
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

復
興
庁
の
Ｈ
Ｐ

(h
ttp

://w
w

w
.recon

stru
ction

.g
o.jp

/)

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
当

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
件
に
関
す
る
問
合
せ
先
：
復
興
庁
被
災
者
支
援
班

（電

話
）０
３-

５
５
４
５-

７
４
８
１

（メ
ー
ル
）hisaisy

ash
ien

.fu
k
k
o@

cas.g
o.jp



被災者支援ニュースレター（第４号）（平成2７年２月２７日）３/４

創
刊
号
に
続
き
、
石
巻
市
で

「ま
な
ぶ
・は
た
ら
く
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
若
者
の
「こ
こ
ろ
の
自

立
」に
向
け
精
力
的
に
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

S
w

itch

（
ス
イ
ッ
チ
）」を
紹
介
し

ま
す
。

S
w

itch
 

は
、
未
来
あ
る
若
者

が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
、
こ
の

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「ま
な
ぶ
・

は
た
ら
く
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に
向

け
様
々
な
提
言
を
し
、
社
会
へ
発

信
し
て
い
く
た
め
、
「ユ
ー
ス
サ

ポ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
石
巻
」を
立
ち

上
げ
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
、
地
域
社
会
の
中
で
の

若
者
の
役
割
や
つ
な
が
り
を
体

感
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
済
的
、
精

神
的
自
立
を
促
す
と
い
う
「こ
こ

ろ
の
自
立
」
の
実
現
に
向
け
、
高

校
生
や
大
学
生
を
中
心
と
し
た

若
者
に
対
し
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
刊
号
で
紹
介
し
た

「TE
D
IC

」
と
連
携
し
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
心
理
士
な
ど
の
専

門
職
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
と
り
、
必
要
に
応
じ
て

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施

や
相
談
機
能
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

【宮
城
復
興
局
参
事
官

鈴
木
雅
之
】

「
ま
な
ぶ
・
は
た
ら
く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

若
者
の
「
こ
こ
ろ
の
自
立
」
を
支
援
（
石
巻
市
）

被災者支援ニュースレター（第４号）（平成2７年２月２７日）４/４

宮 城

本
件
に
関
す
る
問
合
せ
先
：
Ｎ
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Ｏ
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w
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２
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大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
震
災
直
後
か
ら
、
地
震
・

津
波
で
汚
れ
た
写
真
を
無
料
で

洗
浄
し
お
返
し
す
る
「写
真
洗

浄
・返
還
事
業
」を
市
外
の
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
も
行

い
、
市
外
に
避
難
し
て
い
る
方
と

の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、

震
災
か
ら
2
年
半
を
経
過
し
て

も
な
お
、
内
陸
部
に
避
難
し
て

暮
ら
す
方
も
多
く
、
特
に
高
齢

者
等
に
お
い
て
は
定
期
的
に
大

船
渡
市
を
訪
れ
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
た
め
、
故
郷
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
度
は
、
「お
か
え
り
な
さ
い

ツ
ア
ー
」を
1
泊
2
日
の
日
程
で

実
施
し
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
岩
手
県
共
同
募
金
会
の

「赤
い
羽
根
3.

11
い
わ
て
沿
岸

地
域
応
援
募
金
」を
活
用
し
ま

し
た
。
参
加
者
21
名
は
、
応
急

仮
設
住
宅
入
居
者
と
サ
ロ
ン
で

交
流
し
、
宿
泊
先
で
は
、
洗
浄

済
写
真
の
閲
覧
や
入
浴
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夜

の
交
流
会
で
は
、
商
工
会
議
所
女

性
部
の
「歓
迎
太
鼓
」な
ど
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
の
参
加
者
に
は
震
災
後
、

初
め
て
故
郷
を
訪
れ
た
方
も
お

り
、
「行
っ
て
よ
か
っ
た
。
」「来
て

よ
か
っ
た
。
」
と
い
う
参
加
者
の
声

を
聞
く
こ
と
で
、
今
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
の
明
日
か
ら
の
生
活
を

元
気
に
す
る
こ
と
、
ま
た
現
在
の

生
活
で
の
困
り
ご
と
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
も
ケ
ア
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

【岩
手
復
興
局
参
事
官
補
佐

本
舘
健
】

た
ま
に
は
か
え
っ
ぺ
し

「
お
か
え
り
な
さ
い
ツ
ア
ー
」
（
大
船
渡
市
）

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
事
業
に
よ
る
取
組
～

岩 手

本
件
に
関
す
る
問
合
せ
先
：

社
会
福
祉
法
人
大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

（電
話
）０
１
９
２-

２
７-

０
０
０
１

（メ
ー
ル
）oosh

ak
y
o@

cocoa.ocn
.n

e.jp

主な分野 企業分野 CSR活動の内容

1心のケア 化粧品会社 大船渡椿プロジェクト（植樹）。女性支援に関心あり。

2心のケア 楽器関連会社 音楽、楽器、木材産業振興、森林育成などに関心。

3心のケア 通信会社 ボランティアを実施、自社サービスを通じた心のケア（２０１５年度から実施予定）

4心のケア 電機会社 社会福祉施設の支援に関心あり。

5心のケア スポーツ用品会社 スポーツイベントの実施や、仮設住宅での運動指導などを実施。

6
心のケア
教育・子育て

放送サービス提供会
社

子供たちの心のケア・育成（ＢＧＭ／音楽を活用した支援活動）

7コミュニティ 化粧品会社
コミュニティハウスプロジェクト実施中。南三陸、相馬でのハウス活用と、今後予定の
ハウスの可能性について

8コミュニティ 電機会社
福島県で主に男性ひきこもり解消を目的に写真教室を年２～３回実施中。本業を通じ
た支援をしたい。

9教育・子育て 電機会社 理科教室などの次世代育成、および子どもの遊び場などの支援

10教育・子育て 重工業製品メーカー 理科授業（ロボット等）、福島風評被害対策等（いわき市、沿岸部）

11教育・子育て 金融会社 金融経済教育を行っている。被災地での展開も検討。

12教育・子育て 化学製品メーカー 子供向け科学実験教育の実施（南三陸町）を考えている。

13教育・子育て 商社
人材育成支援（例：次世代リーダー育成、中高生向けキャリア学習としての出前授業
他）、国際交流、環境に関心あり。
宮城では南三陸町、福島では全般を考えている。

14教育・子育て 電機会社 子供の見守り支援を石巻で２０１２年から実施中、今後の活動内容を検討中。

15教育・子育て 電機会社
カメラを使ったコミュニティ支援に関心あり。カメラ・写真教室（被災中学校等）を開催し
ており、継続を検討。

16
産業
教育・子育て

電機会社 井戸ポンプ、産業用ポンプなどでの支援希望。理科教育支援にも力を入れる。

17産業振興 エネルギー関連会社 エネルギー分野での協働ができるとよい。

18産業振興 食品会社 金銭ではなく、社内マルシェなどの形での支援をしたい。

19産業振興 化学製品メーカー 遮熱塗料（仮設住宅で実績あり）等の提供などを考えている。

20産業振興 損害保険会社 中小企業向け事業継続計画策定コンサルを実施。

21産業振興 自動車関連会社 マルシェには関心あり。

22産業振興 たばこ関連会社
「ＪＴＮＰＯ応援プロジェクト（日本ＮＰＯセンターと協働しての資金提供）」「たかたのゆ
め（米品種）の陸前高田市への寄贈、生産指導」を継続したい。

23資金・資材 建設会社 資金拠出の社内制度を有意義な活動へと展開したい。

24資金・資材 食品会社
同社の東北復興基金とのパートナーシップの可能性を考えている。3年間の活動の調
査をし、計画案を立てる予定。

25資金・資材 リース事業公益法人 当協会を通じたリース終了物品の寄贈（ＰＣ等）

26人材育成 証券会社 現地ＮＰＯ人材育成、ベンチャーファンド運営を実施中

27 ICT支援 ＩＴ関連会社
石巻市でBPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）センター100人雇用、石巻市のシ
ステム開発支援、仮設住宅でのＰＣ教室等の実績あり。継続した取組を考えている。

28 ICT支援 電機会社 ＩＣＴ活用の可能性を探りたいと考えている。

29その他 自動車関連会社 現在検討中の案件あり。コーディネーターに相談に乗ってほしい。

30その他 小売業 地域ニーズについて情報不足のため、それを知りたい。

31その他 銀行 被災者のニーズに沿った支援を検討中。復興庁に個別に相談あり。

32その他 警備会社 被災地のニーズ、必要な支援を知りたい。寄付だけでなく本業を通じた支援。

33その他 電機会社 プロジェクトマネジメントワークショップ実施中で継続したい。

34その他 カード会社
南三陸町、気仙沼市にボランティア派遣しているが、新たなボランティア活動先を開拓
したい。

35その他 広告代理店
宮城県庁とのネットワークを活用したい。事業社の誘致、ソフトコンテンツ導入、交流人
口拡大など行いたい。

36その他 通信会社
ＩＴ教育やモバイルを使った販路拡大をしてきており、「WORK FOR 東北」での派遣も検
討。

37その他 商社 何かしなければ、との思いがあるため、自治体のニーズがあれば、対応を検討したい。

38その他 商社 陸前高田で年２～３回ボランティアを実施中。継続したい。

39その他 船会社 被災地ボランティア（新人社員研修）を実施中。本業を通じた支援をしたい。

40その他 損害保険会社 社員を被災地のＮＰＯ等に派遣

41その他 生命保険会社 石巻市での取組を希望。

42その他 製薬会社 支援者支援に関心あり。

43その他 銀行 ボランティアを実施中。新しい取組を相談するかもしれない。

44その他 商社 七ヶ浜町、いわき市で実施したい。

45その他 建設会社 災害復旧対応のような対応をしたい。


